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卜]質量鶴の質点に対する強制振動の方程式

鶴フ+πωレ=FO Sin ωt

について以下の問題に答えよ。

a)こ の方程式の一般解を求ゅよ。

b)ι =oの とき、■二o、 肩 =oを満たす解を求めよ。

c)b)の 問題で、ω→ωOと したときの解を求めよ。また、この解の大まかな∬―fグ ラフを描け。

pl地球 (質量鶴1)の まわりを質量m2の人工衛星が相対運動の角運動量でで回つている。

対運動の 2次元極座標 (r,θ)が

α

r= l■
c cos θ

を満たす として以下の問題 に答えよきただ し、万有引力定数 を θ とする。

a)換算質量 を μ、相対運動の力学的エネルギーを Eと す るとき、

地球と人工衛星の相
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となることを示せ。

b)(1)式 を用いてケプラーの第3法則 (周期2/長半径3=_定 )を証明せよ。



pl赤道上で高さ19.6mの ビルの屋上から、質量772の質点を初速度14.7m/sで真上に打ち上げた。この質点が地

面に落下するとき、どの方向にどれだけずれるか。また、落下直前の水平方向の速度も求めよ。地球の自転の角

速度はω■7.3× 10~5rad/Sと し、コリオリカのωの2乗に比例する項は無視する。また、赤道上の重力加速度

の大きさはg=9,8m/s2とする。

降1図 のように、質量χ、半径αの円柱の剛体振り子がある。円柱は中心軸○からχ離れた軸Pの まわりで回

転できる。以下の問題に答えよ。重力加速度の大きさは ,とする。

a)円柱の中心軸のまわりの慣性モーメントが」=Ma2/2で与えられることを示せ。

b)微小振動の場合 (θ ≪ 1)の運動方程式を立て、周期を求めよ:

c)こ の剛体振り子の周期を最小にする■を求めよ。また、周期の最小値も求めよ。
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注意 :以下のことを怠 った場合には、不正
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